
『筑波大学先史学・考古学研究』第 21号発!こIJ

考古学実習(茨城県 水戸市・吉田古墳)

所究活動報告

谷口陽子(期間:2010 年 11月 2 日 ~5 日)

先史学実習(茨城県 つくば市・金田吉境)

三宅裕，飯j家守人，三宅!段荒友里子 CWJIiリ:2011年 1Fj 11 t::l ~ 16 t':l) 

)1/西宏幸 PreliminaryReport Akoris 2009 (共編著)

常木 晃 シリア，テノレ・コニノレ・ケノレク遺跡の発掘調査(科学研究費).新石器lI~î:代基にはjする比較研究調

査(科学研究費).オリーウ、油生産に関する民族誌的調査西アジア先史考古午:の課題ーイランの調査から-J

『名古屋大学加速器質量分析計業績報告書~ 21. Ethno-archaeological research on the modern cemcterics 01' Ghanem 

al-AIi village. Formation ofTribal Communities， Integrated Research in the Middle Euphrates， Syria. Aトiミ;'lIid::inSpecial 

Issue. W食;文化一歴史と民族の饗宴~ (編著). r政室長骨埋葬の二態JJn怯史人類~ 38. A ncwly discovered Neolithic 

cemetery at Tel1 el-Kerkh， nOlihwest Syria， Proceedings of the 6th International Congress on the Archaeology 01' the 

Ancient Near East， Volume 2. Tell eトKerkh2008， Chronique Arch白logiqueen Syrie: volume 4 (共事n.r 新干-i ?í:~IL'Ht

の巨大集落ーシリア，テル・エノレ・ケルク遺跡の 2009年度調査一JW乍成 21~I ミ j支考占学が i;ii る I~I・ ft オリニIニン

ト 第 17IIIlTlliアジア発掘調査報告会報告集J rilliアジア先史考古学の~組 イラン，シリアのi出資ーからJ2H 

221豆l名古屋大学年代測定総合研究センターシンポジウム(特別講演). r!f&日12日時代の巨大集部 シリア，テ

ル・エノレ・ケルク遺跡の 2009年度調査一JW平成 21年度考古学:がli古る ILj代オリニ1二ント 第 1711:111)4'アジア発

掘調査報告会~ (共同発表). Proto-Neolithic caves in the Bolaghi valley， sOllthcrn Zagros， 7th Intcrnational Congrc部

011 the Archaeology 01' the Ancient Near East (口頭発表). Eal匂 cremationpracticcs recognizcd fi'om a Ncolithic sitc， 

Tcll cl-Kcrkh， 7th Intcrnational CongI・CSS011 thc Archacology of rhc Ancicnt Near East (ポスター一発~()， r fJqアジア

の食文化 オリーヴの地1:1コ海JW第 4垣i 古代オリエントのそノ ;1?} り~(講演). A glimpsc ofhuman li1e givcn by 

the Neolithic cemetery at Tell cl-Kerkh， northwest Syria， 17th Neolithic Seminar at Ljllbljana Univcrsity， Slovcnia， Ui'i 

1#[発表). Formation of state in Japan， Ljubljana Universiry， Slovenia (W'j:JJ!J討iie義)

三宅 格 トルコ，サラット・ジャーミー・ヤヌ遺跡，ハッサンケイフ・ホユック遺跡の調査(科学研究費)

砕しを食べる人々一酉アジアの乳製品-JW食文化 歴史と民族の饗宴J r読む江録西アジアにおける家議飼

育~乳利用と乳製品の歴史を探るJW松戸市立博物館紀要~ 17， rI百アジアにおける土器の起源を探る:トル

コ，サラット・ジャーミ-.ヤヌ遺跡第5次調査 (2009年)J W平成 21年度考吉学が諮る古代オリエント

第 17回四アジア発抑制査報告会報告集J2008 Y dl Diyarbaklr I1i， Salat Camii Yam KaZlSI. 31， Kazl Sonuclan 

ToplantlsI 2， Cilt. Excavations at Salat Camii Yam 2004-2006: A Pottery Neolithic Site in thc Turkish Tigris Valley 

Proceedings of the 6th International Congress on the Archaeology of the Ancient Near East， Volume 2. r西アジアにお

ける土器の起訴{を探る:トノレコ，サラット・ジャーミー・ヤヌ遺跡、第 5次調査 (2009年)JW平成 21年}支考

古学が諮る古代オリエント 第 17@ill:ïアジア発掘調査報告会~ (仁i頭発去に 32.2009 Y dl Diyarbaku・ili，Salat 

c 
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)=¥-の調査と修復 1J ~東京塾術大学美術学部紀要~ 47 (共著). rキジノレ千ー仏前!の仏教壁酪に関する彩色材料

と技法調査一ドイツ，ロシア等による先行研究仁本研究における非接触分析法による予備調査法-J~東

京整術大学新務整術学院大学問交流協定記念 張愛紅・シノレクロード・亀忍石窟壁画模写展覧会J r 世界

遺産J~2010 年度版ブリタニカ国際年鑑J Conserving mural paintings as intermediate layers berween immovable 

and movable heritage: case studies fro111 Central and East Asia， Japanese-German Symposium: World Heritage for 

Tomorrow， Brandenburg Technical University Cottbus， Germany (口頭発表). rパーミヤーン仏教壁画の保存修復

と調査J~龍谷大学創立 370 周年間際シンポジウム 人類の至宝アフガニスタン~パーミヤーンから世界を

みる~~ (講演). rパーミヤーン仏教壁画に使用されている有機物質:GC/MSとELISA法を用し¥た分析J~第

32 I豆i 文化財‘保存修復学会~ (ポスタ一発表). rアフガニスタン仏教壁画の絵画技法・絵画材料の研究一想定

復元模写を通して-J~第 32 回文化財保存修復学会~ (ポスタ一発表). rアフガニスタン流出仏教壁画片の調

査と修復(3)J ~第 32 国文化財ー保存修復学会~ (ポスター発表)

花坂 哲 Preliminary Report Akoris 2009 (共編著). r古代エジプト地方集蕗における民衆の信仰ーアコリ

ス遺跡出土遺物を事例に J ~日本西アジア考古学会 第 15IEi)総会・大会要旨集Jr古代エジプ j、地方集誌

における民衆の信仰ーアコリス遺跡出土造物を事例に一J~日本商アジア考古学会 第 15I百総会・大会~ (口

頭発表)

小野塚拓造 「茨城県土浦市所在坂田塙台 1/号墳の測量調査報告J~先史学考古学研究~ 21. rイスラエ

ノレ，テノレ・レへシュ遺跡 200911三(第 5次)発掘調査一青銅器時代から鉄器時代への移行期を探るJ~平

成 21年度考古学が語る古代オリエント 第 17@llli アジア発掘調査報告会報告集~ (共著). The Rise and 

Fall of a “Canaanite" City State in thc Lowcr Galilee， Israel ~公開講演会地中海東部の古代都市~ (仁i頭発表)

Excavations at Tcl Rckhesh， Jsrael Exploration .JournaI， 60 (共著)_ rエンゲヴ遺跡;l:U土のノレームウェイトにつ

いてJ11第 13@イスラエノレ考 I~ï学研究会~ (口頭発表). The New Mode of uil Production in Galilee during the 

Lale Bronze and 1ron Ages， Religious Aspects of the Material Culture in Ancient Galilee， XXth World Congr‘ess of the 

1nternational Association of the History of Religions， University ofToronto， Canada (仁i頭発表). r第 5次テノレ・レ

ヘシュ発抑制査J~イスラエル考古学研究会ニュースレター~ 11 

清家大樹 f経11，~1 J家 I~-墳/:lj土人骨について J 11武射経僧塚吉境石桔篇報告~ (共著). r第 5章古墳時

代以降の遺構と遺物 第 2節 久ヶJJ主遺跡出土古墳時代人骨についてJ11東京都大田区 久ヶJ51遺i跡発掘調

査報告書~ (共著)

鈴間 智子 「石材流通からみた松前の墓標J11近世墓と人口史料による社会構造と人口変動に関する基礎的

研究~ (共著). r松前の五輪j苓-J答から碑へーJ11近世墓と人口史料による社会併造と人!こi 変動に I~~Jする基礎

的研究~ (共著)

麗永 尚子 「ニップノレJ11西アジア考古学会公開シンポジウム Illiアジア・エジプトにおける古代都市の成

立と発展一都市景観の背後にあるもの-J

荒 友里子 「メターナJ11西アジア考古学会公開シンポジウム i出アジア・エジプトにおける古代都市の成

立と発展一都市景観の背後にあるもの一Jr西アジアの鉄心入り青銅剣J11筑波大学先史学・考古学研究J
2 I. r筑波大学保管 東南アジア， fs:iアジアの青銅製121についてJ11筑波大学先史学・考古学研究~ 21 

大村 冬樹 !茨城県かすみがうら}初3庁在牛塚吉墳のi!!JJJn~調査報告J 11筑波大学先史学・考古学研究~ 21 

中村真衣子 「イスフアハーンJIITlliアジア考古学会公開シンポジウム Illiアジア・エジプトにおける古代都

市の成立と発展一都市景観の背後にあるもの一Jrイラン，マノレヴ・ダシュトにおける主if石器文化の様相
ータノレ・イ・ジャリ A遺跡、石器併の分析を仁
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プレ戦略イニシアティブ 西アジア文明センターの構築 第イ豆i定例研究会~ (口頭発表)

三宅 慶 「南関東の弥生集落について一房総半島における中期後半・定ノ台式j引を 1+1心として-J~立

正考古~ 47 

平成 22年度卒業論文@修士論文一覧

卒業論文(先史学・考古学コース)

太田有里乃「茨城県域における仁!=I-!i!:方形竪穴建物の機能論」

小野奈々子「インダス式印章とインダス社会との相関関係J

務j保 希 fiiEI可仁|二l流域における集落の変遷 初期銅製作技術伝播の背景を探る-J

高相1I 佑美「駿府城石埴普詰の背景j

I:!::I長 !民恵、 f人骨からみた南西諸島の 11ヨ石器時代一法川人をIII心に-J

掛川 綾乃「銅鐸lこ釘1:における文様の害IJ付方法J

松島 悠史「金属製鍛の変遷とその背景に関する研究j

室伏 麻衣「キジノレ石舘の成立と展開に関するJ討究一石結構造，壁画技法・材料のHiI.}えから-J

山田 菜摘 ii世界遺産」の「顕著な普通的価値J に!羽する考察一登録を I~ll:討づiリ誌の文化遺慌の J，Jr例から-J

梅田 大地 iGISの考古学への利用についてJ

川口 有香川:JI:IJ:陶舷器から見る北方社会j

井口 喬「長崎における石材業の考古学的研究一石畳:をI:!二l心として J 

今城 洗政「戦争遺跡、の調査・保存・活用~掩体j豪 11平の事例から ~J

古藤 早人「日本吉代における考古学から見た人口研究-~'ì;'I\!:~南部を中心として

修士論文(人文社会科学研究科)

荒 友里子 ii"nウラル地域における青銅器時代の社会ーシン夕、ンュタ;丈化金属部の分析ヵ、ら l 

大村 冬樹 i J直輸生ïfí~からみた古墳時代後J1Jj の'，tt;'mi~一人物Jïfl輪製作技法の分析による社会体;!)IJ の従 jじ l 

中村真衣子 「北イラン新石器H寺代の打製石器製作・使用に関する'(iJ!究ータベ・サンギ・チャハマック遺跡

石器11宇佐=1=1心lこ-J

j自森、海笑D. i装身具の変遷からみた西アジアの先史社会ービーズの製作・利用形態の分析を中心として-J
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